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研究成果の概要（和文）：本研究は、病院の医療現場でジェネラリストナースが発揮する機能に着目している。
それは、病棟等で医療専門職の良好な連携を図り、医療現場で発生する種々の問題解決を図る極めて重要な管理
調整機能である。本研究は、その機能の全体像を明らかにすることを目的とし、全国の一般病床200床以上の190
病院の9324名の看護師を対象に、看護業務の管理的重要性について無記名アンケート調査を実施した。その結
果、看護師が行う業務全体の中で、患者の状態を観察すること、医師の指示確認、医師から指示された注射の実
施、転倒や転落のリスク把握、患者の痛みへの対応は管理的重要性が高いと認識されていることが明らかとなっ
た。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the function that the generalist nurse exerts at 
hospital medical scene. It is an extremely important management adjustment function that aims to 
achieve better collaboration among medical professionals in wards and the like and to solve various 
problems occurring in the medical field. This research aims to clarify the overall picture of its 
function. We conducted an unsigned questionnaire survey on the administrative importance of nursing 
work for 9324 nurses in 190 hospitals over 200 beds in the general hospital nationwide. As a result,
 the tasks recognized as having high administrative importance among the entire work performed by 
the nurse are to observe the condition of the patient, to confirm the instruction of the doctor, to 
make the injection instructed by the doctor and to manage the risk of falling down/overturn.

研究分野： 看護管理学
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１． 研究開始当初の背景 

 医療専門職である看護師が医療現場にお
いて行う活動は、当然のことながらエビデン
スにもとづき実践される看護の技術でなけ
ればならない。看護師は日常的に医療現場に
おける種々の問題に遭遇し、それを解決する
ために管理調整機能を発揮していると考え
られ、そこには体験やエビデンスに基づいて
実践される看護の技術があると考えられる。
しかしながらこの管理調整機能について、看
護師が勤務する現場から得られたデータに
基づいて実証的に論じた研究が見当たらず、
加えて医療チームにおける看護師の管理調
整機能の全体像を明らかにした研究も調べ
た限り見当たらなかった。諸文献において、
医療チームの良好な連携を図るうえでかか
せない看護師の重要な役割であると抽象的
には説明されているが、具体的な内容は何ら
示されていない。 

私たちはこれまで、病院の病棟や外来など
における看護師の活動について組織論的観
点から考察してきた。その研究成果より、医
療が実践される現場を人々の活動からなる
一つの組織とみれば、看護師がその活動を調
整し組織維持をはかる中心的存在であると
みることが極めて自然であると考えられた。
その研究成果を踏まえ、これを発展させるべ
く次に行うことは、病院実態調査の実施によ
り、今までの研究成果の妥当性を実証的かつ
統計的に明らかにすることではないかと考
え、本研究の着想に至った。 

以上のことから、本研究により看護師の管
理調整機能の全体像を明らかにしたいと考
えた。 

 

２．研究の目的 

 ジェネラリストナースとは、医療現場の看
護の実践において、疾患や患者の違いを問わ
ず基本的看護ケアができる看護師のことを
いい、医療現場で働く看護師の大部分が該当
する。これらジェネラリストナースは、病棟
や外来等の医療現場において、医療専門職の
良好な連携を図り、医療現場で発生する種々
の問題解決を図るために極めて重要な管理
調整機能を発揮していると考えられている。   

しかし、その機能の実態については研究がな
されておらず、具体的内容で構成された全体
像は不明である。 

本研究は、聞き取り調査と、その結果をもと
にした調査票による全国的な調査から、ジェ
ネラリストナースの管理調整機能の全体像
を明らかにすることを研究目的とする。 

 

３． 研究の方法 

（１）看護師への聞き取り調査 

第一段階は、愛知県内の病床数 200 床以上
の一般病院に所属する看護師を調査対象と
する聞き取り調査である。調査対象施設長に
調査依頼文書郵送による調査依頼を行ない、
調査協力への回答は返信用はがきの返送で

いただいた。協力可能施設は１施設、協力看
護師は 27 名であった。調査は平成 25 年 2 月
より約１か月間かけて実施した。調査協力病
棟看護師の訪問の日程等は、調査協力窓口担
当者と相談し決定した。約束の日時に病棟看
護師に面談し、日常遭遇している対応に苦慮
する種々の問題とその解決方法について自
由に話をしていただく方法で、１時間程度の
聞き取りを行った。聞き取りの際は、面談用
の個室を借用し、許可を得てメモをとりなが
ら行ない、聞き取り内容を清書し調査協力者
へ郵送し、内容確認および修正箇所の記入等
をしていただき、同封の返信用封筒で返送し
てもらった。内容が確認された聞き取り内容
をデータベースに入力し、データの分析と項
目分類を行った。 

 

（２）全国無記名アンケート調査 

 第二段階は、全国の一般病床数 200 床以上
の病院の病棟に勤務する看護師を対象とす
る、無記名アンケート調査である。全国の
1,300 病院の病院長および看護部長に対し、
文書により調査を依頼した。書面により協力
が得られた 190 病院の看護師（看護師長を除
く）9,324 名を対象に実施した。調査期間は
平成 28 年度である。質問紙は聞き取り調査
の結果を参考に作成した。質問項目は、属性
及び現在の勤務部署に関する質問 12 項目と
看護チームの業務全体からみて時の各業務
の管理的急用性の認識に関する質問 38 項目
の併せて 60 項目である。アンケートの返信
は 4,318 通、回収率は 46.31％であった。 

なお、調査は学内生命倫理委員会で研究倫
理審査を受け承認を得た後に実施した。 

 
４． 研究成果 
 データ分析は解析ソフト SPSS Statistics 
Ver.21を使用した。 
１） 対象者の属性 
性別は、女性 94.2％、男性 5.8％であった。 

 年齢の平均値は 36.2歳であった。 
 所持している看護職免許の種類は、看護師
他にもう１種類所持している人の割合は
18.1％であった。免許の種類は、准看護師が
44.9％、保健師が約 43.6％、助産師が 11.5％
であった。さらにもう１種類所持している人
の割合は 1.4％で、免許の種類は助産師であ
った。 
 最終看護基礎教育機関は、割合の高い上位
３位は、専門学校（3年課程）が 56.6％、専
門学校（2年課程）が 16.4％、大学が 12.7％
の順であった。 
 勤務病院の設置主体は、割合の高い上位３
位は、都道府県・市町村が 27.8％、私立学校
法人が 17.9％、医療法人が 13.4％であった。 
 対象者が現在所属している部署は、割合の
高い上位３位は、外科系 28.1％、内科系
27.6％、内科系と外科系の混合病棟 24.9％で
あった。 
 現在の職位は、常勤のスタッフナース



77.0％、副看護師長（あるいは主任等同等の
職位）21.6％、非常勤スタッフナース 1.4％
であった。 
 現在の部署における経験年数は、平均４年、
最長 34年、最短 0 年であった。 
 これまでのすべての看護職としての経験
年数は、平均 13年、最長 44 年、最短 0年で
あった。 
 対象者の勤務部署の看護師配置基準は、
7：1 が 73.6％、10：1 が 14.3％、13：1 が
4.3％を占めていた。 
 現在の夜勤勤務体制は、二交代制が 56.4％、
三交代制が 25.6％、ニ交代と三交代の混合が
12.7％を占めていた。 
 
２） 看護師業務の管理的重要性の認識 
 回答結果のデータの中央値から、看護師が
行う業務全体の中で、患者の状態を観察する
こと、医師の指示確認、医師から指示された
注射の実施、転倒や転落のリスク把握、患者
の痛みへの対応は管理的重要性が高いと認
識されていた。 
 
３） 最終学歴による管理的重要性の認識の 
違い 

 大学卒と大学卒以外の 2群で、マンホイッ
トニーの U検定を実施した。その結果、ナー
スステーションに必ず看護師の誰かがいる
こと、看護師の化粧の適切性を考えること、
病棟内で看護師同市の笑い声や世間話に気
をつけること、暴言や暴力、セクハラを行う
患者に適切な対応を考えること、患者の病室
希望を把握すること、医師が書くべき書類と
看護師が書くべき書類を明確にすること、患
者に対する説明と同意に関する医師と看護
師の役割分担を明確にすること、患者や患者
の家族が担当医師に対して不満を感じてい
る場合に、そのことを医師に伝えること、看
護チームのチームワークを良くすること、の
９項目について、大学卒よりも大学卒以外の
看護職者の方が有意に高く、それらの管理的
重要性を認識していた。 
 
４） 現在の職位による管理的重要性の認識 
の違い 

 副看護師長、スタッフナース（常勤）、ス
タッフナース（非常勤）の 3 群で、クラスカ
ル・ワリス検定を実施した。その結果、看護
記録の記入、医師とのカンファレンスで看護
師の立場から意見を言うこと、言葉遣いに気
をつけること、看護師による説明内容を一致
させること、病棟内で看護師同市の笑い声や
世間話に気をつけること、患者の眠れないと
言う訴えに対応すること、暴言や暴力、セク
ハラを行う患者に適切な対応を考えること、
転倒・転落についての患者のリスクを把握す
ること、ケースワーカーとの連携を密にする
こと、患者の病室希望を把握すること、患者
の病状にあわせて病室内のベッドの場所を
調整すること、家族から看護師へのクレーム

に対応すること、の 12 項目について、スタ
ッフナースよりも副看護師長の方が有意に
高く、それらの管理的重要性を認識していた。 
 
５）所属部署による管理的重要性の認識の違
い 
 内科系、外科系、内科系と外科系の混合の
3 群で、クラスカル・ワリス検定を実施した。
その結果、3群で有意な差が見られた項目は、 
時間ごとの体位変換、看護記録の記入、ナー
スコールへの対応、患者の様々な治療上の制
限を守ってもらうための対応、患者の状態を
観察すること、転倒・転落についての患者の
リスクを把握すること、の 6 項目であった。 
 
６）研究成果の位置づけ・今後の展望 
 本研究の成果は、病院の看護師が保健師助
産師看護師法第五条で示されている看護師
の業務のうち、診療の補助に相当する業務を
重要視している現状を明らかにした。診療の
補助業務の実態は、患者の生命の安全を第一
義とする病状管理を指していることから当
然の結果と考えられる。そして、病院におけ
る看護師の業務は管理調整機能という観点
から重要度が位置づけられた全体像である
ことを示唆したことは大きな成果であると
考える。 
 今後の展望として、看護師の業務増大によ
り、他職種への業務委譲を考える必要性が生
じた場合に、本研究の成果は何が委譲するこ
とができない業務であるのかを判断するう
えで重要な判断基準になり得ると考えてい
る。 
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